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集落限界点評価手法と 
持続可能な流域圏の構築


一ノ瀬友博（慶應大） 
東淳樹・原科幸爾（岩手大）・林直樹・齋藤晋（総合
地球研）・前川英城（大谷大）・山下良平（京大）


国土政策関係研究支援事業　最終報告会　2009.3.3 

目的


•  中山間地域の集落存続限界点を明らかにす
る手法の構築→意思決定支援 

•  人口減少下においても人文社会的にも、自然
環境的にも持続可能な圏域を設定 
→集水域を基本単位とし、30～50年間の持
続性を想定 

•  圏域内の持続的な管理のあり方を検討


研究の構成


•  過疎や廃村過程と、耕作放棄の及ぼす影響
についての既往研究、事例の収集・整理 

•  輪島市門前町を対象としたアンケートとヒアリ
ングで集落限界点診断手法検討 

•  集水域を基本とした持続可能な圏域の設定の
圏域内のゾーニング 

•  市民が参画する国土管理に向けて


廃村プロセス 

廃村 

影響要因 

土地生産性の低さ 

通年で安定した収
入を得られる就業
機会の不足 

外部の支援機能の
低下（交通利便性
悪化など） 

人口流出 

最低水準の生活 
維持不可能


生活費増大に 
よる経済的生活 
不成立


自立した 
生活困難


集落縮小 

生活空間 

フォーマル 
人間関係 
解体


インフォー
マル人間関 
係解体


縁辺農地 
放棄


優良農地 
放棄


生産空間 

居住地化（限界集落化） 

二次林 ⇒ 自然林：カタクリ・ギフチョウ・ミドリシジミなどの減少 
人工林 
畑・集落 
牧場（半自然草地） ⇒ 荒地 ⇒ 自然林：ヒョウモンチョウ・オキナグサなどの減少 
水田 ⇒ 荒地 ⇒ 自然林：メダカ・カエル類・デンジソウなどの減少 
　　　⇒ 湿地：ハッチョウトンボ・サンショウウオ類などの増加


荒地 ⇒ 自然林


有害鳥獣の増加
 絶滅危惧種の増加


生物多様性喪失


自然度の回復


農地・林地＝二次的自然


原生自然への回帰
 二次的自然の減少


集落移転にともなう跡地の生物多様性喪失のプロセス


輪島市門前町における調査


地区名
 人口
 戸数


岸地区
 1,071
 534


阿岸地区
 595
 272


黒島地区
 450
 225


諸岡地区
 1,024
 449


門前地区
 2,018
 837


本郷地区
 891
 374


浦上地区
 743
 320


七浦地区
 625
 295


総計
 7,417
 3,306


門前町


全世帯を対象にしたアンケート及び区長へのヒアリング




2 

アンケートの構成


交通関係（移動の随意性）に関する4設問


叹
呉
合ー

吟（

計
咆
咇
問）




田畑の保有


5年後の管理状態


10年後の

管理状態


地域資源保全活動


活動の継続性 
に関する展望


定住意向


愛着・人口減少の余波


フェース項目3設問


関連性の検討（コミュニティの持続

性・瓦解のリスク評価）


行政・都市住民・外部主体→新たな公？


過疎地域維持に関する価値基準を充分論議した 
うえで，適切な支援施策を実施


幸福感


土地への愛着
 農業という生き甲斐


定住意欲に繋がる「誇り」


周囲の人間との相互扶助


社会規範としての同調的緊張感


良好な状態


人
口
減
少


周囲の人間（農地）の減少


同調的緊張感の減衰（他人と自
分とは別という意識の増加）


「誇り」の衰退・コミュニティ
の崩壊（農村が生活場所と
しての機能に縮小） 

初期の限界点


自動車の運転者
 居住地としての集落限界点

除雪などが
困難


財政難


過疎化の 
進行


高齢者ばか
りに


自家用車が利用できない


少なからぬ人々の 
生活が成り立たない


雪崩的な人口流出の危険性
居住地としての集落の限界点


市や県の存続も危ぶまれる


集水域を基礎とした圏域

流域規模
 流域別人口
 圏域区分と圏域人口
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＋


条件不利農地 
2030年の限界集落 
2030年の農家高齢
化率


盛岡北部広域圏におけるゾーニング


国土の管理に向けて


•  国土形成計画→「国土の国民的経営」-多様な
担い手による国土の維持管理 

•  集水域を単位とした国土の管理 
下流部の都市住民が上流部の環境管理 
対象-主に二次自然保全域 

•  受け皿となるプラットフォームと、情報共有とモ
ニタリングのためのシステムが必要 

•  国土レベルで対応すべき地域の存在



